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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、市民版マスタープラン（以下「市民版ＭＰ」）を従来の提案手法としての活用だ

けでなく、市民自身のマスタープランとしての市民版ＭＰの作成・活用方法を探求する研究で

ある。研究成果として、既に市民版ＭＰが作成されている 13 事例に対する調査による市民版

ＭＰ作成後の活用の評価や、現在作成中の市民版ＭＰの作成プロセスへの観察調査の分析によ

って、市民版ＭＰが様々なまちづくりの場面で市民自身のマスタープランとして活用できうる

ことを実証した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to explore for the method of preparation and application of 
“Citizen-Made Master Plan”. According to the research results of the 13 cases which 
already had made “Citizen-Made Master Plan” and of the 2 cases which is ongoing projects, 
there is a potential application of “Citizen-Made Master Plan” to be used for various 
Machizukuri planning using citizen's participatory approach. 
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研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・都市計画・建築計画 
キーワード：都市・地域計画 
 
１．研究開始当初の背景 

昨今、これまでの行政圏や町内会などの範
囲を超えて広がる地域共通の都市問題に対
して主体的に取り組む市民活動（以下「テー
マ型市民活動」）の役割が重要度を増してい
る。地域課題に根ざした空間形成の実現化を
達成させる意味において、彼らの果たしうる
役割を、彼らの活動をより公益的な段階に導

きながら、どのように活かしていくかを考慮
する必要がある。このような情勢の中、90
年代に入りテーマ型市民活動家による市民
版ＭＰによる提案活動が顕著化した。 

市民版 MP の研究は主に行政計画への「反
映研究」と、専門家の計画技術の転嫁を枠組
みとした市民版ＭＰの「作成技術に関する研
究」が主であるとされている。 



しかし市民版ＭＰによって提案された地
域将来像（以下「将来像」）は、都市ＭＰへ
の直接反映だけでなく様々なルート・方法を
経ながら、公民、民民による協議や協働の組
織づくりなどによって実現化される可能性
がある。市民版ＭＰが地域での都市計画・ま
ちづくりなどの課題に対するより有効な問
題解決手段としての市民のツールとしての
活用を確立させるためには、実現化に向けて
の動向実態をより総合的・長期的に把握した
上で、「描かれた将来像が地域へ果たした役
割」と「役割を果たした段階までのプロセス」
を明らかにし、「作成主体の問題関心」を踏
まえ、市民にとっての市民版ＭＰの作成・活
用方法に還元する必要があると考えた。 
かかる関心から筆者は、これまで市民版Ｍ

Ｐ作成事例の市民版ＭＰ作成後の作成主体
の活動に焦点をあて、市民版ＭＰ作成行為に
は、以下のような機能が内在しているのでは、
という仮説を導き出した。 

 
Ⅰ.将来像を作成するというある一定の広
がりと抽象度を持つ共通目標を設定す
ることにより、従来では協働活動になり
にくい市民活動家同士を、当該地域の問
題と結びつけながら協働的市民活動を
行うことに誘導する「活動フレームとし
ての機能」（以下「活動フレーム機能」）
が市民版作成行為に潜在的に存在して
いるのでは？→この機能を意識的に作
成・活用方法に還元することが重要なの
では？ 

Ⅱ.市民版ＭＰには「作成主体及びその構成
員自身のためのマスタープランとして
の機能」（以下「作成主体のためのＭＰ
機能」）が内在しており、この機能が市
民自身の活動や、行政等の政策・施策と
作成自身の持つ「まちづくりに対する考
え方」を計る際の指針・判断基準として
潜在的に働くのでは？→この機能を意
識的に作成・活用方法に還元することが
重要では？ 

 
２．研究の目的 
 本研究は、Ⅰ.Ⅱ.で示された仮説をより実
証された理論として構築し、市民版 MP をこ
れから地域のまちづくりの実情に沿う、より
広範な場面や様々な計画単位で作成・活用で
きるツールとして構築するための知見を得
ることを目的としている。具体的には、研究
期間内に下記の①②を明らかにする。 
 
①日野市、狛江市、杉並区、調布市、流山
市、所沢市、府中市、多摩市、町田市、志
木市、野田市、流山市、柏市を事例対象と
し、これらの事例の｢活動フレーム機能｣、
「作成主体のためのＭＰ機能」が作成主体

に如何に働いたか？ という視点から市
民版ＭＰの有効性評価を行う。（以下「有
効性の検証」） 
②市町村域が計画単位では無い市民版ＭＰ
作成の新規具体事例に｢活動フレーム機能｣、
「作成主体のためのＭＰ機能」を作成前段
階から作成主体構成員に意識化させ、その
作成プロセスの詳細観察を行う。その観察
から、市民版ＭＰの、広範な場面や様々な
計画単位で使用できるツールとしての課
題・可能性を抽出する。（以下「実験的検証」） 

 
３．研究の方法 

研究方法として、Ⅰでは市民版ＭＰ作成前
段階から作成後（～現在）段階までにおける、 
・「作成主体の主要構成員、作成主体、作
成主体に関係する主体の活動内容・形態と、
各主体間の関係性の変容」 
・「その変容によって市民版ＭＰの提案内
容がどのような理由で作成主体に関係す
る主体（自治体等）に受容されたか」 
・「受容の結果として考えられる現在の当
該地域の空間形成（もしくは自治体計画の
空間像）等」 
までの、長期間のプロセスの把握を行う。 
これら事実関係の把握から、市民版ＭＰの

「活動フレーム機能」、「作成主体のためのＭ
Ｐ機能」が作成主体にどのように働いたの
か？ を検証する。 
Ⅱでは、筆者が直接関与している２つの事

例の市民版ＭＰ作成事例を対象とする（春日
井市勝川駅前商店街周辺地区（以下「勝川地
区」）、名古屋市中志段味野田農場周辺地区
（以下「野田農場周辺地区」））。まず市民版
ＭＰ作成主体に、筆者が市民版ＭＰ作成の目
的の意義（作成前段階には各々の市民活動に
対して「活動フレーム機能」が働くこと、作
成後段階では「作成主体のためのＭＰ機能」
が各々の活動の指針・判断基準になること）
を意識づかせる。さらに筆者が作成プロセス
設計段階で、２つの機能が働きやすくなるよ
うな作成プロセス設計・計画フレーム設定の
アドバイス・技術支援等の誘導を、作成主体
に対して行う。このような誘導の中で、「作
成プロセスの詳細観察」を行い、市民版ＭＰ
作成行為により構成員同士の活動目標がど
のように収斂していくか、を分析する。これ
らの分析から、市民版ＭＰの作成を２つの機
能を意識しながら市町村域の計画単位以外
で市民活動家が行う際、どのような可能性が
あるか？を検証する。 
 

４．研究成果 
(1)有効性の検証 
 今回取り扱った事例のうち、市民版ＭＰ作
成後、一定期間作成主体が継続して何らかの
活動を行っていることが確認されたのは、志



木市、杉並区、町田市、流山市の事例である。
また、日野市は作成主体の有志が市民版のシ
ンクタンクとして後継組織を発足させてい
る。よって、ここでは 13 事例のうち、この
５事例の検証を以下行う。 
 杉並の事例で作成された最初の市民版Ｍ
Ｐは内容的に総花的・抽象的であったが、作
成後、区の行政施策の展開に合わせ、市民版
緑の基本計画作成の活動に転じた。そして最
初の市民版ＭＰで描かれた「将来像」のうち、
「自然環境」に関するテーマに絞り、さらに
「シナリオ」付与による「将来像」実現手段
の具体化によって、市民版緑の基本計画を作
成した（一部、区の緑の基本計画に反映）。
また、両市民版に記された個別命題の一部を、
区と協定を結んでの協働事業として空間形
成を行っていることが確認できた（ただし区
の計画に反映させた内容とは別）。 
 この杉並での最初に作成した市民版ＭＰ
は、作成主体の構成員一人ひとりが意識的・
無意識的に持つあるべき「将来像」を、構成
員自身がこの先地域のまちづくりを考える
ための「たたき台」として集約・共有・合意
しまとめたものと位置づけることができる。
その「たたき台」として最初に作成した市民
版ＭＰが、その後の市民版緑の基本計画の計
画内容への「ＭＰ機能」として機能した。 

流山市においては、最初に作成した市民版
ＭＰが、その後の市内の農地を対象とした市
民版プランを作成する際の地区選定の指針
性として、「ＭＰ機能」が機能した。 

町田市では、最初に作成した市民版ＭＰ作
成・提案後、市民版ＭＰを「マザープラン」
と称し、そこで描かれた「将来像」の実現を
目的として、作成主体を改組し、その後継続
的に活動を行っている。「空間形成」という
範疇では、市民版ＭＰの中で重視した「北部
丘陵地」周辺のまちづくり提案づくりや自然
環境に関する活動、トランジット・モールに
関する活動が挙げられる。「空間形成」以外
の活動では、市民版ＭＰの中で「章立て」と
して扱っている「ゴミ」問題に関する活動
（「北部丘陵地」での市の廃プラスティック
圧縮施設建設計画がこの問題の端を発して
おり、「ゴミを市民の力で減らして廃プラス
ティック圧縮施設建設計画を止めさせる」、
という論理では「空間形成」に繋がっている）
を、行っている。町田市ではこのように、市
民版ＭＰで描いた将来像が、自身の市民活動
への指針性として、「ＭＰ機能」が機能した
と言える。 
 志木市は、建築・都市計画の専門性を持っ
た市民や支持者が関わっていない、市の環境
基本計画への提案を意図した市民版ＭＰで
ある。しかし提案だけでなく、作成主体が組
織化さえたときから、「作成主体のためのＭ
Ｐ機能」を意図しながら市民版ＭＰの計画内

容が作成されている。そして市の環境基本計
画策定プロセスに位置づけられている市民
会議を通じて、いくつかの提案が反映された。
反映された結果、市民版ＭＰでの「計画内容」
が行政との協働事業に繋がった。また作成主
体自身の活動形態の再構築や、他の市民団体
との協働活動などが誘発された。 
 以上のように、市民版ＭＰの「作成主体の
ためのＭＰ機能」が作成主体自身の「地域の
空間形成に対する考え方」をより具体化させ
ていく時の指針として、また作成主体自身の
市民活動及び他の市民団体などとの「関係」
構築（その中でも特に「協働関係」）を結ん
だ後の市民活動の指針として働いている実
態を明らかにした。 
(2)実験的検証 
1)春日井市勝川駅前商店街周辺地区のまち
づくりの事例 
「勝川地区」は昭和 10 年頃から現在の街

並みが形成され、以後商店街として発展した。 
昭和 60 年以降、市の勝川駅周辺総合整備

計画を軸に、土地区画整理事業、市街地再開
発事業等の積極的な都市計画事業を行い、平
成 23 年にすべての事業が完了するが、周辺
地域の相次ぐ大型店舗出店等の要因により、
商店街の衰退化が顕著化している。 
 作成主体である「勝川商店店＋サポーター
会議（通称：二水会）」（以下「二水会」）は、
勝川駅前商店街の活性化の支援を行うこと
を目的に、平成 21 年 4 月、大学教員（筆者
含む）、商店主有志、一般市民（計約 15 名）
で結成された。 
 平成 21年度は、月 1回の定例会において、
各参加者が持ち回りで勝川地区及び春日井
市のまちづくりに関する話題を提供し、勉強
会形式で情報共有を行った。 
 平成 22 年度は、勝川地区の市民版ＭＰを
作成することを直接的に意識し、まちあるき、
ＫＪ法による意見抽出等を介しながら、地区
の将来像のあり方やそれを実現させるため
のプロジェクトの関する議論を、月１回の定
例会で行った。今後、平成 23 年度中の市民
版ＭＰ作成と勝川駅前通商店街振興組合へ
の提案を予定している。 
 筆者は、本事例の作成過程において、以下
のような誘導を行った。 
・市民版ＭＰ作成の提案 
・市民版ＭＰ作成の意義（「活動フレーム機
能」、「作成主体のためのＭＰ機能」の効用
の説明） 

・作成技術支援・アドバイス（ＫＪ法による
意見抽出のファシリテーター、まちあるき
の企画・運営、定例会通じての司会、定例
会で出てきた意見・論点集約等） 

 二水会は、商店街に関する何らかの支援を
行うことを目的に発足したが、当初は二水会
の立ち位置はどこなのか（商店街とどのよう



に具体的に関わればいいのか）、支援の内容
は具体的に何なのか、何を根拠にしてどこま
で先を見通して支援を行うべきなのか、等、
二水会の活動そのものの方向性を探りなが
らの活動であった。筆者はこのような状況の
中、ニ水会の商店街への外部者としての提案
主体としての立ち位置と、二水会としての提
案書を作成しそれを商店街に提案していく
ことを、市民版ＭＰ作成事例でみられた市民
団ＭＰ作成の意義を定例会で論じ、それが二
水会内で受け入れられた。  
 その後、定例会での商店街の将来像に関す
る意見交換やまちあるき等による現地調査
を行い、そこから出てきた将来像案や個別の
プロジェクト案等の論点を筆者が集約し、さ
らに意見交換を行うという方法をとった。そ
の結果、ニ水会が考えている将来像との整合
性をとったかたちでの３つのプロジェクト
を発足させ、それぞれのチームに分けて実行
していく運びになった。 
 市民版ＭＰそのものはまだ完成していな
いが、市民版ＭＰを作成するという「活動フ
レーム」を持たせることで、将来像を実現さ
せるためのある一定の方向性を持つ３つの
プロジェクトを実現させる組織の立ち上げ
につながった。 
2)名古屋市中志段味地区の都市農地（野田農

場）周辺地区保全運動の事例 
 野田農場周辺地区は、農地（野田農場：約
1.1ha）、斜面林、小川（才井戸流れ）、湧水、
で成す、市内有数の生物多様性の地である
（約 20ha）。野田農場は江戸時代から 300 年
続く専業農家で生産緑地指定されており、愛
知家「知事認定エコフォーマー」、名古屋市
「認定農業者」に認定されている。 
 中志段味地区を含む志段味地区は平成元
年に「名古屋市東部丘陵研究学園都市」重点
整備地区に位置づけられ、平成 7年には中志
段味特定土地区画整理事業が都市計画決定
された。平成 20 年、中志段味特定土地区画
整理事業組合(以下「組合」)は、野田農場に
対して減歩率 54％、仮換地先は従前農地から
離れた２ｍ嵩上げされた造成地上とする、仮
換地指定処分を行った。 
 野田農場側はこの仮換地指定処分の内容
を不服とした。また野田農場周辺地区には市
内有数の生物多様性の資源や歴史的資源が
存在しているため、これらの地域資源を一体
とした保全のあり方を探るべく、野田農場周
辺地区を対象とした市民版ＭＰ作成が平成
21 年 7 月～8 月に、6 回の作業部会を立ち上
げ行われた。 
 作成主体の構成員は、大学教員（研究申請
者含む）、野田農場家族、一般市民（計約 15
人）である。平成 21 年 9 月 1 日開催「第 33
回健康と環境を守れ！愛知の住民いっせい
行動」の際に、作成した市民版ＭＰを名古屋

市長に提出した。 
本事例の作成過程においては筆者は以下

のような誘導を行った。 
・市民版ＭＰ作成の意義（「活動フレーム機
能」、「作成主体のためのＭＰ機能」の効用）
の説明 
・作成技術支援・アドバイス（作業部会通じ
ての司会、作業部会で出てきた意見・論点集
約、市民版ＭＰの編集等） 
・名古屋市の都市計画行政の情報提供・解説 
・専門家の紹介等 
 市民版ＭＰ作成・提案後の平成 21年 11 月
より、野田農場の仮換地処分の内容を巡って、
名古屋市、組合、野田農場による三者協議が
行われた。協議は 4 月までに計 12 回開催さ
れ、①換地先を従前地の野田農場のコアエリ
ア付近とする、②減歩率 25％、③農場の日照
確保に配慮した換地を行う、等の合意形成が
された。 
 この協議で野田農場側は、協議会へ代替案
を作成・提出するために弁護士、大学教員(筆
者含む)、市民活動家等の協力を得た。この
代替案づくりの際、市民版ＭＰ作成時に作成
した資源マップや保全の考え方等を参照に
した。このことより市民版ＭＰの「作成主体
のためのＭＰ機能」が機能したが確認された。
(3)成果のまとめ 
以上より、研究成果として、既に市民版Ｍ

Ｐが作成されている 13 事例のうち５事例に
対する調査による活用評価や、現在作成中の
市民版ＭＰの作成プロセスへの観察調査の
分析によって、市民版ＭＰが様々なまちづく
りの場面で市民自身のマスタープランとし
て活用できうることを実証した。特に勝川地
区での実験的検証では、作成過程で作成主体
の構成員に意識づけを行うことによって「活
動フレーム機能」、「作成主体のためのＭＰ機
能」が機能することが確認できた。 
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